








































































号で「ある崖上の感情」を読み、それから「梶井基次郎君の印象」 ［筆者注：淺見淵が『文藝都市』昭和三年七月号に掲載した評］を読んでみて、私は梶井君 浄心を尊しとし、また淺見君の芸術に対する態度を尊 とした。こ よき傾向であ
る（８）
」と述べており、川端康成は「梶井基次郎氏の「愛
撫」 」で「しかし、久しぶりに彼 作品「愛撫」 （詩・現實、第一号所載）を読んで 私の意見は顔を赤らめた。こ 傑た、短い散文詩風の作品は 説明すべき種類のものではない











































































































挙げられるが、梶井 書簡によれば『檸檬』 うタイトルにした理由は「恰度巻頭へ來るから」であり、 「さし當り外に考え」はなか たのである。 「檸檬 を梶井自身が評価していたことを示すものは後年の淀野の解説だけであり、果たして真 梶井が「檸檬」を「自信を持って発表した」 どうかを判断する は出来ない　
先に述べた川村が読んだであろう創元社の梶井作品集のタ



































































































































着に成功した」や高田の「 「閉鎖的資質論」を超えるため先づひつようなものは、かえって正確な である」といった言説は「資質還元主義」に対して新たな方法分析の途を拓こうとしているようには思えない。磯貝の論は一九六二年、高田の論は一九六四年のものである ら、少 くとも昭和三〇年代後半まで「資質還元主義 は続いていった で ないだろうか。　
このような「資質還元主義」と並行する形で、 「檸檬」に





























はそのまま直結するわけではない。 「檸檬」の受容において更に考えなければならないものとして、 国語教科書採択の事例が挙げられるだろう。 「檸檬」の国語教科書採択は大日本図書『高等学校現代国語三』と秀英出版『国語現代編三』において行われた。そしてこの採択はまさに 研究の隆盛」と「タイトルの通例化」の間に当たる一九六五年（昭和四〇年）から行われていったのである。　
この「国語教科書採択の事例」を考察していくことは今後





























































































19）梶井基次郎「淀野隆三宛書簡」 （一九三一年二月 四日のもの。淀野隆三、中谷孝雄編 全集第三巻 九五九
11
梶井基次郎作品の受容について
年、筑摩書房から引用した。 ）
（
20）淀野隆三編「解説」 『檸檬』一九六七年、新潮社
（
21）三好達治編「あとがき 、 『城のある町にて』一九三九年、創元社
（
22）出版年鑑編集部編『一九五二年版出版年鑑』一九五二年、出版ニュース社
（
23）同上。
（
24）同上。
（
25）出版年鑑編集部編『一九五三 版出版年鑑』一九五三 、出版ニュース社
（
26）同上。
（
27）梶井基次郎『檸檬』一九六七年、新潮社
（
28） （
12）を参照。
（
29） （
16）を参照。
（
30） 『日本文学研究資料叢書
　
梶井基次郎・中島敦』一九七八年、
有精堂
（
31）鈴木貞美編『梶井基次郎『檸檬』作品論集
　
近代文学作品論
集成⑫』二〇〇二年、クレス出
（
32）棚田輝嘉「物語への意志
　　
梶井基次郎〈檸檬〉 」 『日本近代
文学第
54集』一九九六年、日本近代文学会
（
33）日比嘉高「身体・空間・心・言葉：梶井基次郎「檸檬」をめぐる（京都における日本近代文学の生成と展開） 」 『佛教大学総合研究所紀要二〇〇八（別冊）号』二〇〇八年
（
34）磯貝英夫「梶井基次郎・檸檬」 『現代日本文学講座
　
小説
６』一九六二年、三省堂
（
35）高田瑞穂「資質論をどう超えるか
　　
梶井基次郎私見」 『本』
一九六四年、麦書房
（
36）福永武彦「 『檸檬』鑑賞」 『近代文学鑑賞講座
18　
中島敦・梶
井基次郎』一九五九年、角川書店
（
37）三好行雄「檸檬」 『國文學
　
解釈と鑑賞』一九六三年、至文
堂
（
38） （
16）を参照。
（にしお・たいき／早稲田大学大学院）
